
 

乗って残そう！地域公共交通 

みんなで考え行動しよう！地球温暖化防止 
 

公共交通を考える市民の集い 

屋代線の将来を考える 
 

 

 

 

■７月４日（土）午後１時３０分～ 

■長野市｢松代文化ホール｣ 

 

 

主催：「公共交通を考える市民の集い」実行委員会 

 

後援：長野市／長野市教育委員会 

須坂市／須坂市教育委員会 

千曲市／千曲市教育委員会 
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プログラム 

 

◆開会のあいさつ 

◆実行委員長あいさつ   茅 野   實   （県環境保全協会・会長） 

◆事例提起「地方鉄道の『今』を考える」 

          講師：古 平   浩 氏（長野電鉄活性化協議会・学識委員） 

◆シンポジウム 

《コーディネーター》 

小 林   孝 氏 信濃毎日新聞・論説委員 

《パネリスト》 

鷲 澤 正 一 氏 長野市長 

茅 野   實 氏 集い実行委員長・県環境保全協会会長 

笠 原 甲 一 氏 長野電鉄株式会社代表取締役社長 

古 平   浩 氏 長野電鉄活性化協議会・学識委員 

 

◆閉会のあいさつ 

 

 

 

 

 

 
 

 

講師のプロフィール・古平浩（こだいらひろし）さん 

 

1969 年 長野市生まれ・長野市吉田在住 

 

現在、東北大学社会学研究室・研究員 

長野電鉄活性化協議会に学識委員として参画 

 

信州大学大学院 経済・社会政策科学研究科修了（経済学博士） 

 

しなの鉄道開業の年に同社入社。車掌として乗務。 

著書「経営再建 嵐の百日―しなの鉄道のマーケティング―」など 

上田交通別所線存続検討会議委員も務めた経験がある。 

 

 



- 2 - 
 

 

 

－ローカル鉄道を地域でささえるために－ 
 

長野電鉄活性化協議会委員 

東北大学社会学研究室 

古平 浩 

 

１．地方鉄道を取り巻く現実 

 

 

 

２．各地の地方鉄道での取り組み（存続運動から見えるもの） 

「新潟交通電車線」の廃線と「万葉線」（富山県高岡市ほか）の存続運動 

「貴志川線」（和歌山市ほか）存続運動と存続への軌跡 

 

 

 

３．各地の地方鉄道での取り組み（住民が駅を支える） 

「北条鉄道」（兵庫県加西市ほか）のボランティア駅長 

 

 

 

 

４．ローカル鉄道を地域でささえるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 
                              

ボランティアが活躍（北条鉄道） 
撮影：加西市 

事例報告：「地方鉄道の『今』を考える」 
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１．長野電鉄全線及び屋代線の概要、輸送人員の推移、収支の推移 

 

 
 

【長野電鉄全線の概要】 

  営業キロ ５７．６ｋｍ（長野線 33.2ｋｍ／屋代線 24.4ｋｍ） 

       ※平成 14年 4月 1日 木島線の廃止（信州中野～木島間 12.9ｋｍ） 

  車両   ５２両 

  駅数   ３６駅（長野線 24駅 屋代線 13駅 ※須坂駅両線含む） 

  全線   ワンマン運行 

  現役車両 ①1000 系「ゆけむり」（小田急車両） ②2000 系（特急 A・D編成） 

③8500 系（東急 8500系） ④3500・3600 系（営団 3000 系） 

無人駅  ２０駅 

●須坂や中野といった千曲川東岸地域（河東地区）と国鉄線の接続による産業輸送近

代化を目的とした「河東鉄道」を発祥とし、その後、県都である長野との接続を図

【資料編】長野電鉄関係資料 
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るべく「長野電気鉄道」を設立し須坂－長野間を開業、両者を統合して発足したの

が現在の長野電鉄である。 

●長野線は開業当初から長野市内・近郊で複線区間を有し（当時は権堂―信濃吉田間・

その後長野―朝陽まで複線延伸）、複線区間では 20－30 分毎の高頻度運転を続けて

おり、都市内鉄道としての性格も強かった。 

●戦後は長野市の都市計画において長野都市圏の大動脈として位置づけられ沿線の開

発も進み、また長野市と須坂市・中野市を結ぶ都市間路線としての機能も強くなっ

たことから観光色は若干弱くなっていたが、新型特急車両の導入により観光輸送に

も取り組んでいる。 

 

【屋代線の概要】 

 開業年月日  大正１１年６月１０日 

 区   間  全線単線 

屋代～須坂 13 駅（須坂市 2駅 長野市 8駅 千曲市 3駅） 

 営 業 キ ロ  ２４．４ｋｍ（須坂市 3.9ｋｍ/長野市 16.3ｋｍ/千曲市 4.2 ㎞） 

 運 行 本 数  上り１５本 下り１５本 計３０本（昭和 40年当時・合計 40本） 

 

【輸送人員の推移】 

                               （単位 人） 

全線 昭和 40年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 

輸送人員 19,970,172 8,669,278 8,489,468 8,404,472 

昭和 40年度比 100％ 43.4％ 42.5％ 42.1％ 

                               （単位 人） 

屋代線 昭和 40年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 

輸送人員 3,302,405 487,845 490,584 484,503 

昭和 40年度比 100％ 14.8％ 14.9％ 14.7％ 
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上下 須坂 井上 綿内 若穂 
信濃

川田 
大室 

金井

山 
松代 

象山

口 
岩野 雨宮 

東屋

代 
屋代 合計 

乗車 255 63 109 38 71 56 32 231 13 27 25 39 128 1087 

後車 280 37 103 47 72 54 26 224 11 20 21 41 151 1087 

乗降 535 100 212 85 143 110 58 455 24 47 46 80 279 2174 

※特定の１日の乗降調査は、天候等により変動する数値である。 

 

【屋代線の経営状況】 

●輸送人員は４８万人（１９年度）で昭和４０年代の３３０万人をピークに利用者の

減少が続いている。最近１０年間の累積赤字は１９億円に及ぶとされる。 

●屋代線全１３駅のうち松代駅を除き無人化するとともに、平成５年１１月よりワン

マン運行を実施。木島線の廃止（平成１４年）に伴い屋代線と名称変更。 

●これから１０年間に老朽化している変電所の更新や車両の更新等に３０億円の投資

が必要とされ、「単独での運営は困難」（長野電鉄）との事態につながっている。 

全線 

項目 昭和40年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

営業収入 810,981 2,218,892 2,186,861 2,189,067 

営業費 765,181 2,248,237 2,128,268 2,240,461 

営業損益 45,800 -29,345 58,593 -51,394 

経常損益 25,711 -131,080 -66,027 -161,626 

営業係数 94 101 97 102 

＊全線の累積損益は▲４６億６６１９万５銭円 

屋代線 

項目 昭和40年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

営業収入 188,837 96,667 97,667 9,4874 

営業費 156,117 238,150 252,513 262,482 

営業損益 32,720 -141,483 -154,846 -167,608 

経常損益 30,396 -155,048 -173,320 -184,095 

営業係数 83 246 259 277 

＊屋代線の累積損益は▲５１億７４８４万２千円 
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駅名 駅間キロ 営業キロ 料金 接続路線 交換設備 所在地 
屋代駅 - 0.0 （屋代起点料金） しなの鉄道 ｜ 

千曲市 東屋代駅 1.3 1.3 160 円  ｜ 
雨宮駅 1.6 2.9 180 円  ｜ 
岩野駅 2.1 5.0 240 円  ｜ 

長野市 

象山口駅 2.5 7.5 320 円  ｜ 
松代駅 1.1 8.6 390 円  ◇ 
金井山駅 3.1 11.7 460 円  ｜ 
大室駅 2.4 14.1 580 円  ｜ 

信濃川田駅 1.6 15.7 580 円  ◇ 
若穂駅 1.5 17.2 650 円  ｜ 
綿内駅 1.7 18.9 710 円  ◇ 
井上駅 2.5 21.4 760 円  ｜ 

須坂市 
須坂駅 3.0 24.4 880 円 長野電鉄：長野線 ◇ 

 

【長電ホームページより】 
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【長電ホームページより】 

 

 

２．屋代線存続をめぐる動きと｢長野電鉄活性化協議会｣の設置 

 

【屋代線をめぐる動き】 

①�  野電鉄は平成２１年１月下旬、単独運行は困難として長野県、長野市、須坂市、千

曲市に存続に向けた協議を申し入れ。 

②村井長野県知事は２月１９日の会見で、「地域の大変重要な公共交通機関」として、

路線維持を目指す姿勢の沿線３市と歩調を合わせ、支援策を検討していく方針を示

す。 

③２月２０日 県庁で長野県、長野市、須坂市、千曲市と長野電鉄の事務局レベルで
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の会合を開催。屋代線の再生に向けて協力して取り組むことを各市長が了承した、

と報告。 

④２月２４日 鷲澤長野市長が長野電鉄と沿線３市で地域公共交通活性化・再生法に

基づく法定協議会を設けることを明らかにする。 

⑤４月２３日 沿線３市などでつくる地域公共交通活性化再生法の法定協議会を５月

１日発足すると発表。 

⑥５月 １日 「長野電鉄活性化協議会」発足。長野市、須坂市、千曲市の副市長ら

と住民代表、観光、商工団体、学識経験者、長野電鉄、労働組合など２７名。 

また、国のほか、長野電鉄本線に関わる小布施町、中野市、山ノ内町など８名がオ

ブザーバーとして参加。 

 

【沿線地域住民の動き】 

①�  若穂地区住民自治協議会が「電車にゆられてたっぷりと古代の旅」と銘打ったイベ

ントを企画。４月２９日、２７２人が参加。 

② ７月２日、長野地区公共交通対策が実施した沿線住民アンケートの結果を公表。 

 

【長野電鉄活性化協議会】主な日程 

５月１日 第 1回協議会の開催 

・地域公共交通活性化・再生事業について 

・長野電鉄屋代線総合連携計画基本方針（案）について 

・長野電鉄屋代線総合連携計画策定調査事業計画（案）について 

・平成２１年度長野電鉄活性化協議会予算（案）について 

平成２１年度総合連携計画策定調査事業の申請 

 

６月 ８日プレゼンテーション、１事業者２５分以内（非公開） 
「パシフィック・コンサルタンツ」を選定 

認定 
 

７月 第２回協議会の開催 

・総合連携計画骨子案について 
・市民、利用者調査実施について 

９月 第３回協議会の開催 

・総合連携計画骨子案について 
・市民、利用者調査報告について 

１１月 第４回協議会の開催 

・総合連携計画素案について 
・パブリックコメントの実施について 

２月 第５回協議会の開催 

・総合連携計画案について 
・平成２２年度事業計画及び予算について 
・パブリックコメント実施報告ついて 

３月 平成２２年度総合事業計画事業の公募・申請 
 

4 月 認定 
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屋代線沿線の学校別利用状況（長野地区公共交通対策会議調べ） 




